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【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
11
日
、
国
内
感
染
者
が

５
万
人
を
超
え
た
」「
松
江

市
の
高
校
で
１
０
０
人
も

の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し

た
」「
サ
ッ
カ
ー
の
Ｊ
１

リ
ー
グ
鳥
栖
で
も
金
明
輝

監
督
を
含
め
10
人
の
感
染

者
が
出
た
」「
沖
縄
県
で
は

15
日
ま
で
の
緊
急
事
態
宣

言
を
28
日
ま
で
延
長
し

た
」「
11
日
、東
京
都
の
入

院
患
者
が
１
７
１
０
人
に

な
り
、
過
去
最
多
を
更
新

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
大
阪
府
知
事
の
う
が

い
薬
発
言
は
根
拠
も
希
薄

で
問
題
だ
」「
店
頭
か
ら
う

が
い
薬
が
な
く
な
っ
て
い

る
」「
こ
れ
だ
け
感
染
拡
大

し
て
い
る
の
に
政
府
は
何

も
し
て
い
な
い
」「
呼
吸
器

専
門
医
が
『
国
は
わ
か
っ

て
い
て
も
何
も
し
な
い
』

と
怒
っ
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

経
済
団
体
や
自
治
体
、

メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
拡
充
を
求
め
る
声
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
日
本

共
産
党
は
、
感
染
震
源
地

新型コロナ防止
　無症状者の把握で

感染震源地で網羅的な PCR拡大を

で
の
大
規
模
・
網
羅
的
な

Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
実
施
を

政
府
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

感
染
震
源
地
と
は
、
感

染
者
と
く
に
無
症
状
の
感

染
者
が
集
い
、
感
染
が
集

積
し
て
い
る
地
域
。
感
染

抑
止
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ

の
感
染
震
源
地
で
無
症
状

の
「
感
染
力
の
あ
る
人
」

を
い
か
に
早
く
発
見
す
る

か
に
あ
り
ま
す
。

　

全
国
民
を
検
査
す
る
の

は
非
現
実
的
で
す
。
な
ら

ば
感
染
震
源
地
を
把
握
し
、

網
羅
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
し
、
無
症
状
の
感
染

者
を
隔
離
・
保
護
し
て
い

く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
偽
陰

性
が
３
割
ほ
ど
出
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
無
症
状

の
「
感
染
力
の
あ
る
人
」

の
早
期
発
見
に
は
的
確
な

方
法
で
す
。

　

感
染
の
急
拡
大
で
医
療

崩
壊
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
直
ち
に
国
会
を
開
き
、

徹
底
議
論
の
上
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
大
規
模
実
施
に
思

い
切
っ
て
舵
を
切
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

原
爆
投
下
直
後
に
降
っ

た
放
射
性
物
質
を
含
む

「
黒
い
雨
」を
浴
び
健
康
被

害
を
受
け
た
の
に
国
の
援

護
対
象
外
に
さ
れ
た
広
島

県
内
の
84
人
が
、
被
爆
者

健
康
手
帳
の
交
付
を
求
め

た
訴
訟
で
、
広
島
地
裁
は

７
月
29
日
、
原
告
全
面
勝

訴
の
判
決
を
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
国
は
、
原
爆

投
下
直
後
の
気
象
台
調
査

で
黒
い
雨
が
激
し
く
降
っ

た
と
し
た
地
域
を
「
大
雨

地
域
」
と
し
、
被
爆
者
手

広
島
「
黒
い
雨
」
裁
判 

全
面
勝
訴

国
の
線
引
き
断
罪

　
国
は
控
訴
を
や
め
、
被
爆
者
の
早
期
救
済
を

帳
を
交
付
で
き
る
区
域
と

し
て
き
ま
し
た
。
判
決
は
、

被
爆
直
後
の
調
査
を
「
限

界
が
あ
り
」、「
よ
り
広
範

囲
に
黒
い
雨
が
降
っ
た
事

実
を
確
実
に
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
し
て
い
ま

す
。
国
が
決
め
た
不
当
な

線
引
き
を
否
定
し
、
区
域

外
で
被
害
を
受
け
た
人
を

被
爆
者
と
認
め
、
幅
広
く

救
済
す
る
立
場
に
立
っ
た

画
期
的
な
内
容
で
す
。

　

国
は
控
訴
を
決
め
ま
し

た
が
、
一
方
で
援
護
区
域

が
実
態
に
合
わ
な
い
と
認

め
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
ら

ば
控
訴
を
や
め
、
高
齢
化

し
た
原
告
全
員
に
直
ち
に

被
爆
者
手
帳
を
交
付
し
、

早
期
救
済
す
べ
き
で
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

お
盆
休
み
。「
ほ
と
ん
ど

の
人
が
８
日
か
ら
16
日
ま

で
夏
季
特
別
休
暇
な
ど
を

活
用
し
て
９
連
休
に
し
て

い
る
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
帰
省

に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」「
自

宅
で
録
画
し
た
ド
ラ
マ
や

　

広
島
、
長
崎
で
の
平
和

記
念
式
典
。「
広
島
市
長
、

長
崎
市
長
と
も
日
本
政
府

に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の

参
加
を
訴
え
た
」「
安
倍
首

相
は
従
来
の
立
場
を
繰
り

返
す
だ
け
。
ど
ち
ら
も
ほ

と
ん
ど
同
じ
文
面
だ
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

原
水
爆
禁
止
２
０
２
０

年
世
界
大
会
広
島
デ
ー

（
６
日
）、
長
崎
デ
ー
（
９

日
）
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
。「
国
内
外
の
幅
広
い
代

表
が
核
兵
器
の
な
い
平
和

で
公
正
な
世
界
を
呼
び
か

け
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

レ
バ
ノ
ン
で
大
爆
発

（
４
日
）。「
も
の
す
ご
い
爆

発
だ
っ
た
」「
大
量
に
保
管

さ
れ
て
い
た
硝
酸
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム
に
引
火
し
た
」「
爆

発
物
の
ず
さ
ん
な
管
理
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
」「
政
府

に
抗
議
す
る
大
規
模
な
デ

モ
が
起
き
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
、
幕
尻
の
照
ノ

富
士
が
優
勝（
２
日
）。「
序

二
段
ま
で
落
ち
た
元
大
関

の
復
活
だ
」「『
笑
え
る
日

く
る
と
信
じ
や
っ
て
き

た
』
に
感
動
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

史
上
初
の
高
校
野
球
交

流
試
合
が
開
幕
（
10
日
）。

「
春
の
選
抜
大
会
出
場
予

定
の
32
校
が
そ
れ
ぞ
れ
１

　

８
月
６
日
、
ア
フ
リ
カ

の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
欧
州

核兵器禁止条約
　　新たに４カ国が批准

ナイジェリア　アイルランドなど
　　　発効まであと６カ国

の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
南
太

平
洋
の
ニ
ウ
エ
に
加
え
、

９
日
に
は
、
カ
リ
ブ
海
の

島
国
セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ネ
ビ
ス
が
核
兵

器
禁
止
条
約
を
批
准
し
た

こ
と
を
、ICAN

な
ど
が

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
同
条
約
を
批
准

し
た
国
は
合
計
44
カ
国
に

な
り
ま
す
。

　

条
約
発
効
ま
で
残
り
６

カ
国
で
す
。

　

広
島
・
長
崎
の
被
爆
か

ら
75
年
、
原
水
爆
禁
止

２
０
２
０
年
世
界
大
会
が

２
日
か
ら
９
日
ま
で
開
か

れ
ま
し
た
。
国
連
の
中
満

泉
軍
縮
担
当
上
級
代
表
や

核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
国

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
、

核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（ICAN

）
の
ベ
ア

ト
リ
ス
事
務
局
長
ら
国
内

核
兵
器
禁
止
条
約
に

　
　
　
参
加
す
る
政
府
に

　
２
０
２
０
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
か
れ
る

外
の
幅
広
い
人
々
が
参
加
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目

指
す
共
同
行
動
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

広
島
市
・
長
崎
市
主
催

の
記
念
式
典
に
参
加
し
た

安
倍
首
相
は
、
被
爆
者
と

の
会
談
で
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
参
加
を
求
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
拒
否
し
ま
し

た
。
核
保
有
国
の
側
に
身

を
置
き
な
が
ら
、“
核
保
有

国
と
非
核
保
有
国
の
橋
渡

し
役
”
と
言
っ
て
参
加
を

拒
む
日
本
政
府
の
欺
瞞
的

姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

今
、
軍
事
費
や
核
開
発

予
算
を
削
っ
て
コ
ロ
ナ
や

経
済
対
策
に
回
せ
と
い
う

の
は
国
際
的
流
れ
で
す
。

軍
事
費
を
過
去
最
高
に
増

や
し
て
、
国
会
も
開
か
ず
、

ま
と
も
な
コ
ロ
ナ
対
策
を

し
な
い
安
倍
政
権
に
代
え

て
、
禁
止
条
約
に
参
加
す

る
政
府
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

スーパーシティ
「未来都市」の幻想振りまくな

　プライバシー侵害の危険
　住民合意の担保なし

　

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
法
の

９
月
施
行
が
近
づ
き
、
警

戒
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

は
、
企
業
な
ど
実
施
主
体

が
住
民
の
個
人
情
報
を
一

元
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

先
端
技
術
を
利
用
し
て
遠

隔
医
療
、
自
動
運
転
、
金

融
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
一

括
提
供
す
る
も
の
で
す
。

個
人
情
報
や
行
動
軌
跡
は

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
集
積
・

分
析
さ
れ
、
個
人
の
特
性

や
人
格
の
推
定
ま
で
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
「
ま
る
ご

と
未
来
都
市
」
と
ば
ら
色

に
描
き
ま
す
が
、
個
人
情

報
が
勝
手
に
使
わ
れ
、
監

視
社
会
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
に
は

住
民
の
意
思
を
反
映
す
る

仕
組
み
が
欠
け
て
い
ま
す
。

住
民
よ
り
国
家
・
企
業
優

先
の
都
市
に
な
り
、
中
国

の
よ
う
な
監
視
社
会
に
導

く
実
験
場
と
な
る
怖
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

い
ま
重
要
な
の
は
、
個

人
情
報
を
保
護
し
つ
つ
先

端
技
術
を
住
民
の
福
祉
向

上
に
ど
う
生
か
す
か
の
国

民
的
議
論
で
す
。
企
業
に

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と

い
う
時
代
の
流
れ
を
視
野

に
入
れ
た
戦
略
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

試
合
限
り
の
戦
い
だ
」「
夏

の
大
会
に
代
わ
る
都
道
府

県
の
大
会
も
行
わ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
長
か
っ
た
梅
雨
が
開

け
た
ら
一
転
、
酷
暑
が
続

い
て
い
る
」「
11
日
は
、青

梅
市
で
39
・
６
度
、
八
王

子
市
で
39
・
３
度
を
記
録

し
た
」「
関
東
と
山
梨
の
１

都
６
県
に
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
が
で
た
」「
11
日
と

12
日
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
す

ご
か
っ
た
」「
今
年
の
夏
は

新
型
コ
ロ
ナ
と
熱
中
症
に

注
意
が
必
要
だ
」

映
画
を
見
て
い
る
」「
在
宅

勤
務
と
違
っ
て
精
神
的
に

は
楽
で
い
い
」

　
　

×　
　
　
　

×


